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国内研究機関・大学との共同利用研究

圃場で栽培されている作物の生育期間を通しての様々な数
値データを取得することは、これからの乾燥地における植物
科学発展において必須とされています。そのため、圃場環境
下における作物の生育パラメーターを緻密に計測、数値化
する事を主眼に置いた研究を進めています。

アリドドーム
英語で乾燥地を表す「Arid Land」
のドームということでアリドドーム
と呼んでいます。ドーム型のガラス
温室で、乾燥地における有用植物を
中心に栽培・展示をしています。ま
た、物理系の実験区画では、大型の
実験装置を設置しています。

レインアウトシェルター

ダストモニタリング
ステーション
（モンゴル・ツォクトオボー）

乾燥地学術標本展示室
（ミニ砂漠博物館）

レインアウトシェルターは雨量センサーと連動しており、
雨を感知すると自動的に上部の屋根が動き、乾燥状態を野
外栽培に近い環境で創り出す事ができます。日本で初めて
導入された大規模なレインアウトシェルターです。レイン
アウトシェルターの動いている様子は下のQRコードにアク
セスして見る事が出来ます。

モンゴルに設置している実験設備の１つです。地表
面から舞い上がる黄砂の濃度や気象要素を測定しま
す。どのような地表面状態で黄砂が舞い上がるのか
がわかります。

乾燥地について、模型・映像・パネル等を用いて紹介するミニ博
物館です。砂漠化プロセス及び乾燥地農業、緑化技術の紹介、現
地調査などで収集した資料、標本などを展示しています。休日に
一般に公開しています。

デザートシミュレーター
高温、低温乾燥環境を再
現できる設備で、亜熱帯
砂漠・冷涼帯砂漠を対象
とした持続的植物生産シ
ステムの開発および土壌
管理技術の研究開発を行
います。
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極乾燥地域

本センターが世界各地
の塩害研究所をつなぐ
ハブとなり、数値シミュ
レーションと土壌塩分
モニタリングの２つの
アプローチによる新し
い塩類集積対策技術指
針の立案とそれに応じ
た植物の耐塩性データ
ベースの構築を目指す
研究を進めています。

本センターは全国共同利用の施設であり、国内外の
研究機関・大学との間で乾燥地に関する共同研究
を実施しています。また、共同研究発表会を毎年行
い、研究成果の発表、特別講演等が行われ、研究者
相互の情報交換も盛んに行われています。乾燥地（4つの地域）は陸地全体の41%を占めています。

「砂漠化」とは、気候の変化や人間の営みが原因で、乾燥地の土地が悪くなっていく状態をいいます。現在、乾燥地の10~20%
の面積、約600～1200万平方キロで砂漠化がおこっていて、そこに住む人々と動物や植物に大きな影響を与えています。

本センターはゴビ砂漠にダスト（黄砂）モニタリングステー
ションを設置し、ダスト発生メカニズム解明に向けた観測、
その成果の数値モデルへの応用、モデル計算結果を用い
た健康影響評価等を行ってきました。しかし、これら研究成
果の普遍性を確認するためには、ダストの大気濃度、沈着
量、ダストによって運ばれる微生物（バイオエアロゾル）等
について、発生・飛来地域の多地点において継続的に観測
する必要があります。こういったことに貢献する研究を公募
した結果、研究課題「黄砂をベクターとした有害・感染バイ
オエアロゾルの越境拡散：微生物の空飛ぶ方舟」を採択
し、共同研究を進めています。

乾燥地における土地劣化（砂漠化）の特定は、気候変動や人
為的影響が強く作用する難しい課題ですが、本研究では
Aeolian desertification（飛砂や黄砂の発生）に特化したモ
ニタリング手法およびそれらに基づいた評価・対策方法に関
する「乾燥地監視パッケージ」の開発に主眼を置いた研究を
進めています。

出典：乾燥地を救う知恵と技術（丸善出版）

研究領域 乾地研の圃場で展開される様々な植物の
形質を高度に取得する技術開発

砂漠化対処領域 乾燥地農業領域

気候変動対応領域 乾燥地植物資源バンク室

乾燥地の自然環境特性の解明
及び砂漠化と気候変動への適
応・緩和策の開発

乾燥地における持続的農業生
産技術及び生物資源の開発

砂漠化対処及び乾燥地農業に
おける気候変動対策の開発

乾燥地の食用作物および資源
植物の収集・保存・条件整備
による研究支援

●砂漠化面積のモニタリング
手法と乾燥地自然災害の評
価・診断方法の確立 
●風食・ダスト発生メカニズムの解明と早期警報システム
の開発 
●乾燥地における植物の生態学と生態系の修復 
●植物共生微生物の生態と機能の解明、及び環境修復への
利用 
●陸域生態系における温室効果ガスフラックスの変動メカ
ニズム解明及び気候変動影響評価

●植物の乾燥地関連ストレス
応答の生理・分子機構の解
明とその知見の農地回復への応用 
●乾燥地関連ストレス応答性遺伝子の探索・機能解析と遺
伝子組換えやゲノム編集技術による耐性作物の創生 
●近縁野生植物の遺伝子利用及び染色体操作による乾燥耐
性作物系統の創生 
●農地の土壌劣化の数値予測と予防・修復技術の開発 
●ウォーターハーベスティングと節水灌漑技術の開発

●気候変動対応型の持続可能
な土地管理（SLM）の開発 
●「土地の劣化が中立的な世界（LDNW）」に関する総合的研究 
●干ばつ対処に向けた農業気象情報システムの開発 
●気候変動対応型農業に関する総合的研究 
●気候変動への対応に向けた国際協力及び社会経済に関す
る研究
 

●乾燥地由来の資源植物の収
集、増殖、提供
●乾燥地植物に関する情報の収集とデータベース化
●植物利用に関連する条約および法律への対応

新しい塩類集積対策ガイドラインの立案と
耐塩性データベースの構築

地上観測をメインとしたダスト動態解明を
目指す研究

現場観測と衛星技術を融合した
乾燥地監視パッケージの開発

インド中央塩類研究所での実験の様子

コムギ圃場を用いた高度なフェノタイピング手法の開発風景

本研究のイメージ図 モンゴルのホルドに設置した「Aeolian  desertificationに特化したモニタリングシステム」


